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エアラインパイロット
指定校推薦コース

大手エアラインとの自社養成採用選考推薦制度を活用しエアラインパイロットをめざす ■ 訓練時間・期間は天候および学生の訓練状況等により増加する場合があります。
■ 留学時の米国や米国連邦航空局、提携フライトスクールおよび海外情勢等の事情により実施ができない場合があります。
 （その場合、国内ライセンサーコースを活用しての資格取得をめざすことになります。これに伴い訓練費用は増額となります）
■ 渡航に際し、ビザの取得ができない場合は本コースで訓練を受けることができません。
  （その場合、国内ライセンサーコースを活用して資格取得をめざすことになります。これに伴い訓練費用は増額となります）
■ 記載している飛行訓練時間は、あくまで平均的な訓練時間です。訓練時間は修得状況により個人差があり、場合によっては
 記載時間より増加することもあります。（この場合費用も増加します）また今後、予告なく飛行訓練時間の変更が生じることもあります。
■ 記載の飛行訓練費用は、2019年5月1日時点のものです。今後、諸状況により予告なしに変更、追加することがあります。
■ 推薦資格取得者であってもエアライン採用選考に通ることを保証するものではありません。

● 1年次10月までに第1種航空身体検査証明書を取得
 （本学の定める付加的な航空身体検査を含む）していること
● 1年次12月までにTOEIC®650点以上もしくは
 英検CSE2200点以上を取得（証明書提出）後、
 米国提携フライトスクールの実施する英会話能力確認試験に
 合格していること
● 2年次3月までに本学の提携する米国フライトスクールにて
 FAA自家用ライセンスを取得のうえ、現地にて本学の指定する
 内容の技量確認試験に合格していること
●本学を卒業見込みの者

取得できる免許・資格

本コース申込および推薦資格取得に際しての
重要注意事項（必要条件）

■FAA自家用資格

8月 12月10月 1月 6–8月2–6月 4月

米国提携フライトスクール

提携エアライン
自社養成パイロット採用選考
（時期未定）

合格・内定後
航空会社自社養成
パイロット訓練生として入社

FAA自家用（単発）を取得。
飛行操縦訓練
1期＋2期 TOTAL 77時間程度
訓練費：US$36,000

E-learning
（LATITUDE AVIATION
ENGLISH LANGUAGE 
TESTING&TRAINING）
を追加受講（１００時間）

1年次 2年次 3年次 4年次 卒業後
10–2月 6–8月 3月
Private Ground School E-Learningを受講
（Jeppesen Learning Center Ground）／
 English 80時間＋日本語80時間

先進工学部
ハイブリッド留学®

学士号取得

エアラインパイロットをめざす皆さん、航空の需要は年々増加し、エアラインに求められて
いる期待もますます高まっている昨今、空を夢みる皆さんを心からお待ちしています。エアラ
インパイロットに必要な能力は多岐の分野にわたります。またお客様の尊い生命をお預か
りする職種である以上、高い職業倫理と人間形成も必要です。本学の優れた教育、訓
練環境のもとで、同じ志を持つ仲間とともに切磋琢磨しながら学ぶことできっと夢は実現でき
るでしょう。Challenging spiritで夢をつかんだ皆さんと、近い将来、同じ空でお会い
出来ることを楽しみにしています。

本学の優れた教育、訓練環境のもとで、
同じ志を持つ仲間とともに切磋琢磨し
学ぶことできっと夢は実現できる

【経歴】1993年日本航空株式会社入社。自社養成パイロット訓練生として約4年間の技能証明取得
訓練後、1997年ボーイング747-400型副操縦士昇格、副操縦士業務に約10年間従事。その間、
日本航空ナパ訓練所操縦教官として運航乗務員訓練生の教育にあたる。2007年ボーイング747-
400型機長に昇格。約3年間同型機にて乗務後、ボーイング737-800型に機種移行し、現在、運航
業務部パイロット人財戦略室調査役機長。また機長昇格後は乗務の傍ら、訓練審査企画部門にて
基礎訓練、副操縦士昇格訓練の企画を約5年間担当し、MPL訓練の法制化から訓練企画、設計
を始め、現在実施されている副操縦士昇格訓練全般の整備に携わる。総飛行時間10000時間超。

英語能力証明
提出期限

航空身体検査
受験

米国提携
フライトスクールによる
英会話能力確認試験
（WEB面接試験等）

・JCAB海外ライセンサーコースに参加可
・JCAB国内ライセンサーコースに参加可

・	 JCAB海外ライセンサーコースにて
	 訓練を継続しJCAB事業用資格等取得へ

・	 JCAB国内ライセンサーコースにて
	 訓練を継続しJCAB事業用資格等取得へ

・	 訓練終了（FAA自家用ライセンス取得）

就職試験時に本学推薦により
自社養成パイロット採用選考を受験可 
（在学中の訓練はFAA自家用までとする）

推薦資格取得

エアラインパイロット指定校推薦コース提携フライトスクール特任教授

CAE is the global leader in the development of 
pilot creation programmes and is a key influencer 
in the future evolution of pilot training.

CAE currently has active cadet programs 
with the airlines around the world.

Every year, 
1500+ new pilots graduate from CAE.

Leader in pilot creation programmes

CAE trains aspiring pilots through its network of 
aviation academies all over the world. Depending 
on the location, a range of training programs are 
available including, Commercial Pilot License 
(CPL),  Airline Transport Pilot Licence (ATPL), and 
airline-mentored Multi-crew Pilot Licence (MPL), all 
of which combine premier ground school courses 
with high quality flying instruction.

第1期トレーニング
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Message

2–3月

米国提携フライトスクール
FAA自家用（単発）を取得。
飛行操縦訓練　
1期＋2期 TOTAL 77時間程度。
訓練費：US$36,000

第2期トレーニング

技量確認試験はFAA自家用（単発）
ライセンス取得者を対象に実施

技量確認試験

古宇田 誠一 特任教授

飛行操縦合宿
（任意参加）

実際に飛行教官が操縦する飛行機・
ヘリコプターに同乗し、フライトを体験。
まずは2日間、それぞれの翼で空を飛
ぶということを身体で感じます。

各翼20分程度・合計60分
大阪航空にて実施
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